
 

令和  年  月  日 通告順序 

午前・後   時  分 受領  

 

令和４年３月８日 

 

 会津美里町議会議長 横山 知世志 様 

 

会津美里町議会議員 １０ 番 星  次     ㊞ 

 

 

一 般 質 問 通 告 書（再質問） 

 

令和４年定例会３月会議において、次のことについて質問したいので、会議規則 

第６１条第２項の規定により通告します。 

 

（注）1．質問の要旨は、具体的に記載すること。 

2．質問の相手は、町長、行政委員会の長又は監査委員とする。 

 

質問事項 質  問  の  要  旨 質問の相手 

１、令和４年度町長

の施政方針につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再質問をします。 

町長は福島県議会議員として長年政治活動を

されてきました。その活動の中で幅広い人脈

と豊富な経験を培ってきました。その利点を

活かしたまちづくりを町民は杉山町長に期待

しているところですが、施政方針やまちづく

り実施計画を見ましても、前、渡部町長が行

ってきた事業を継続しているだけです。杉山

町長のカラーが見えてきません。新規事業は

デジタル化推進１件と森林環境対策室の設置

と教育の環境整備３点です。もっと県議時代

に培った経験を活かした事業展開が出来なか

ったのか伺う。又、町長は職員に対して「前
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例や慣習にとらわれることなく、好いと思う

ことは率先して、失敗を恐れず果敢に前向き

に挑戦してほしい。」と職員に訓示していると

聞いたが、どの機会を捉えて行っているのか、

職員には充分理解度が図られたと感じている

のか伺う。 

町長は就任以来町内を空から確認した所耕作

放棄地と空き家が多いのには、びっくりした

とお話していますが、特に多いのが両尾岐地

区に見られるとも言われています。 

このことは、田んぼの基盤整備がなされてい

ないことです。整備するにも条件が悪い事を

理由に、町は行政指導をしてこなかったこと

です。未整備なので田んぼの進入路もなく、

排水するにも手間がかかり維持管理が容易で

ありません。そこに拍車をかけ、耕作者が高

齢化したことです。今後耕作放棄地の解消を

図るための方策は考えているのか伺う。 

過去に、集落支援員を東尾岐地区に配置し

て、課題解決を行ったと思うが、どのように

評価し、結果はどうであったのか、伺う。 

施政方針の中の観光の振興について再質問

をします。体験型ツアーの開発し、メニュー

を充実するとあるがこれまでにも多額の予算

を使って実施してきましたが、これまでの実

績を踏まえ、今年度どこをどのようにしてい

くのか伺う。又、イベントの見直しを図り経

済効果があるようにすると考えているようで

すが、どのイベントをどのようにするのかと

今までの検証と課題はどのように捉えている

のか、今後の方向性を伺う。 

観光大使の任命等について具体的な考えが

あると思われますが、どのような方を何人位

委嘱するのか、見解を伺う。 

また、向羽黒山城跡の案内看板等のサイン

整備も今年度実施するようですが、何箇所を

どこに設置するのか。春の行楽シーズンまで

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR 只見線の利活用

計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

農業体験学習農場

の利活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

に間に合うのか併せて伺う。 

向羽黒山城跡整備資料室の運営についても、

内容の充実や入れ替えをもっとすれば山城の

理解打を深めることが出来、再度友人等を連

れての来町も期待できると考えるが見解を伺

う。令和９年度の解体を考えているようだが、

新整備資料室は本郷らしい焼き物の展示も含

めた資料館を作るべきと考えるが再度見解を

伺う。 

 

大沼高校との連携した活動は良いと考えま

す。４月１日から坂下高校と統合して、会津

西陵高校として新たに開校します。町外から

は相当の高校生が高田駅を利用します。高校

生とコラボした「情報発信と産品開発・販売

による町中散策の誘客」は大変良いことであ

ると思うので、是非とも実現に向けて期待す

るところでありますが、今年の秋の開通まで

は間に合わせるのか伺う。 

まちづくり団体活動補助金を交付している団

体は何団体いて、主にどんな活動をしている

のか伺う。活性化や誘客に繋げられる団体で

あると考えているのか伺う。 

 

概ね了解はしましたが、この地は福島県の果

樹試験場会津試験地として、長年本町も含め

近隣市町村の果樹栽培の振興に寄与してきた

ので、その意味からも、民間譲渡する場合に

は目的を知らしめて、他の用途ではなく親子

の農業体験や観光農園としての活用をすべき

であると考える。この場所は景観が非常に素

晴らしく、見晴らしも良いので移住者の宿泊

を兼ねた体験学習館として利用も考えられる

と思うが、見解を伺います。 
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